
国立がん研究センター中央病院において 

誤廃棄された放射線源の捜索結果についてのご報告 

 

 

当センターにおいて放射線源（ルテニウム 106 治療用線源）が誤

廃棄された件について、10月 4日にご報告をいたしました。 

同日の晩、廃棄物処理場において捜索を行いましたところ、放射

線源を回収いたしましたのでご報告いたします。 

 

今回は幸いにも誤廃棄した放射線源を回収することができました

が、このような事態が発生したことを厳粛に受け止め、今後、二度

と生じないよう万全の対策を講じてまいります。 
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